
  

 

  

 

 

 

 

 

    

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもとメディア 

  北海道 

第４４号 

２０２１年

４月発行 

今期第４号

 
横山先生、本当にお疲れさまでした！ 

厚真町のみならず、北海道の「子どもとメディア」の活動に 

大きく貢献されました。ありがとうございました！ 

 

☆ 学校を退職された後に、厚真町教育委員会生涯学習課で勤務され、その間「アウトメディア運

動」に尽力された横山先生、この 3 月で教育委員会を退職されました。 

☆ 厚真町教育委員会での 5 年間は、まさに「北海道での子どものネットやゲームの長時間使用等

による発達への悪影響」が顕在化した時期でした。横山先生が、その問題に真正面から取り組

んで力強く事業を進める姿にたくさんの勇気をいただきました。 

☆ 特に、北海道のどの地域でもなかなか呼ぶことの出来ない講師(東北大学の川島隆太先生、日本

小児科医会(子どもとメディア)の内海裕美医師を招いて、地域の多くの人に学ぶ機会を与えて

くださいました。同じ胆振管内に住むものとして、貴重な研修の場になりました。 

☆ またご自身の学びにも貪欲であられて、驚かされたのは、福岡市や東京で開催された全国フォ

ーラムに積極的に参加されていた姿です。北海道で開催された「子どもとメディアインストラ

クター養成講座」にも、あの大きな災害があったにもかかわらず、仲間とともに熱心に受講さ

れ、みんなに元気を与えて下さいました。 

☆ この度の退職にあたり、これからの厚真町の取り組み「あつまメディアサポートプロジェクト」

についての資料を送っていただきました。厚真町に限らず、昨年度から急速に進んでいる国を

挙げてのＧＩＧＡスクール構想に関する事業により、学校教育ではもちろん、家庭学習におい

てもタブレットやパソコンを使用することとなりました。この大きな流れが加速する中で、私

たちが行っている「子どもとメディア」の活動をどう展開していったらよいのか・・・そのヒ

ントが、「あつまメディアサポートプロジェクト」に書かれていると思います。横山先生が送っ

てくださった資料を配布しますので、読んでみてくださいね。 

☆ 横山先生には、これからも「子どもとメディア北海道」の心強い仲間として、活動していただ

けることを願っています。最後に、(コロナ禍のため)胆振のインストラクターの仲間だけで恐

縮ですが、「横山先生を囲む会」を近々開催することを報告します。来年こそは、みんなで一堂

に会して語り合いましょう。 

感 謝



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

厚真町教育委員会の取組 
 Ｈ２７～２９ 「学習・生活・運動習慣」向上運動 

 Ｈ３０～Ｒ２ 「アウトメディア運動」 

 Ｒ３ ～Ｒ５ 「あつまメディアサポートプロジェクト」 

 

「あつまメディアサポートプロジェクト」の背景と趣旨 
・コロナ禍のため、ギガスクール構想が前倒しとなり、Ｒ２年度の末までに、町内小中学生全員に一人一台のタブ

レット端末が整備されました。このタブレット端末は家庭への持ち帰りができ、宿題やリモート学習なども可能

となります。 

 

・このため、学校教育グループで進めるＩＣＴ教育と社会教育グループで進めるアウトメディア運動のねらいが、

相反することとなり、教育委員会（行政）としてのアウトメディア運動の取組が難しくなりました。 

 

・つまり、家庭（保護者、児童生徒）や学校からすれば、教育委員会から、家庭でもタブレット端末を使い学習を！

（学校教育グループ）、メディア利用の制限を！（社会教育グループ）と、二つの施策が矛盾し、整合性がとれ

なくなってしまいました。 

 

・勿論、教育委員会から配備されるタブレット端末には利用制限がかけられ、ゲームなどはできないように設定さ

れていますが、タブレット端末で学習をすればするほど、家庭でのスクリーンタイムは増える一方です。 

 

・そこで、ＩＣＴ教育の推進を前提に、メディアの利用についても啓発を継続するべく、苦肉の策として「メディ

アサポートプロジェクト」という新しい事業を推進することとなりました。 

 
◎あつまメディアサポートプロジェクトの目標 
（１）子どもたちが、ＩＣＴを活用して、放課後や家庭で効果的に学習したり、情報を適正に処理    

   できるようにします。 

（２）子どもたちが心身の健康に留意しながら、電子メディアを安全に活用できるようにします。 

 

 上の目標を読むと、携帯会社の安全教室と同じように思われるかもしれませんが、厚真町でこれまで取り組

んできた、「向上運動」や「アウトメディア運動」の精神を受け継ぎ、ネット利用を含めた望ましい生活習慣

の育成、メディアコントロール力の育成、ネット・ゲーム依存の防止などを根本に据えた取組であって、スマ

ホやネットを上手に使いこなせるための取組ではありません。 

 

◎あつまメディアサポートプロジェクト推進の４つの柱 
１ 情報社会に適正に対応し、行動できる力を身につけましょう。 
２ 家庭で電子メディア利用のルールづくりを進め、保護者の管理のもとで安全に利用しましょう。

３ ネット利用を含めた望ましい生活習慣を身につけましょう。 
４ 乳幼児の電子メディアの接触を少なくしましょう。 
 

「厚真町でのアウトメディア運動とこれからの取り組み」   横山 学さん 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【みなさんからの質問】 

① 「脳」や「心」に関しての病気やカウンセリングについて知りたいという質問が複数ありました。 

⇒ 私が話したのは、脳の機能のうち、１０歳頃から２０歳頃までは、特に「おでこの後ろ側の部分の脳〔前頭

前野〕」が成長するので、成長がうながされることをたくさんしてほしい！ということでした。 

成長がうながされることとしては、学校で習う勉強・外遊びなどの運動・人とのおしゃべり・読書・手伝い・・・

などです。それとは反対に、長時間に及ぶ、オンラインゲームや動画視聴などは、前頭前野がお休みの状態にな

ってしまうので、時間を決めて楽しんでほしいですね。 

 「脳」や「心」については、まだまだわかっていないことが多くて、いろいろな方面から研究が進んでいます。

ぜひ興味を持っている人には、これから勉強をして仕事に生かしていってもらいたいですね。 

 

② ゲームと聞くと男性のイメージが強いですが、女性はどうなんですか？ 

⇒ いろいろな調査結果から、男性の方がゲームを利用している割合が高いです。時間を決めるなどして、楽し

くゲームをし、勉強や運動や友達との交流も元気にできている人も大勢います。でも残念ながら、ゲームの時間

がどんどん長くなり、他の活動がほとんどできなくなってしまう「依存症」のような状態になってしまう人もい

ます。 

そのような依存症になってしまってひどい場合に病院に入院して治療する人もいるのですが、ある病院では、ネ

ット・ゲーム依存の入院患者さんは、男子中高生が全体の７～８割とのことです。女性でも、ゲームやＳＮＳな

どの長時間使用で依存症になってしまう場合もありますが、男性の方が割合は高いようです。 

 

③ ネットを使い勉強すると、勉強の内容と光ダメージとどちらが多いのですか？という質問や、緑は目に良い

と聞いたことがあるのですが、本当ですか？など、目への影響についての質問がありました。 

⇒ 目への影響は、世界的に問題になっていて、各国で特に子どもの視力を低下させないために、いろいろな取

り組みがされ始めました。眼科のお医者さんは、「２０分画面を見たら、目を画面から離して遠くをみるように」

とすすめています。「緑が目に良い」というのも、近くのものばかりを長時間見続けると良くないので、遠くのも

のを見る時間を取り入れようということだと思います。 

これから本格的に学校の授業でもパソコンやタブレットの授業が始まりますので、先生から健康に気を付けて使

う方法についての指導があると思います。目への悪い影響をおさえながら、効果的に勉強に使っていく方法をみ

なさんも考えながら使用してみてくださいね。私は、勉強で長時間使った日は、家に帰ってからのゲームやスマ

ホでの遊びの時間を減らすのが良いのではないかと、考えています。 

 

④ ケンカをしてしまったら友達に相談しても良いのですか？〔友達からそのケンカをした相手に伝わるかもし

れないため、相談してよいのかわからない〕 

⇒ すてきな質問をありがとう！ 

友達に相談するときに、ラインなどのＳＮＳを利用しても良いのか？という内容と理解して答えますね。 

結論としては、ケンカしてしまった、というような伝え方によっては誤解をされてしまうような内容は、ＳＮＳ

で伝えない方が良いと思います。 

ＳＮＳは手軽で便利なので、連絡ごとや家族とのやり取りなどには活用しても良いと思いますが、特に小学生の

うちは、友達とは直接会って話したり、電話を利用することをおすすめします。 

昨年度江別市教育委員会の主催で、小学校２校で５年生を対象に「情報モラル講演会」として、講話をさ

せてもらいました。、授業を 2 コマとって、私の話の後に教室に帰ってからアンケートに感想や質問を書

いてくれました。その質問に以下のように答えました。みなさんならどう答えられるかな？(中谷) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演会の中でも話しましたが、ＳＮＳは顔が見えないので表情がわからないし、声の調子もわかりません。直

接話すのは勇気がいるかもしれないけれど、相手の顔も見えるので、強すぎる言い方〔悪口など〕もしづらい

ものです。また質問者さんも書かれていますが、思ってもいない人にその内容がまわされてしまうことも十分

に考えられ、大人でもトラブルになっています。 

ＳＮＳは手軽で便利なので、連絡ごとや家族とのやり取りなどには活用しても良いと思いますが、特に小学生

のうちは、友達とは直接会って話したり、電話を利用することをおすすめします。 

 

⑤ 読書はマンガでも良い？ 

マンガは楽しいですよね。私も小学生の頃夢中で読んでいました。講演会の中で「脳の前側を育てるのに、読

書はとても良い」という話をしました。脳の前側をしっかり育てるには、マンガはあまり効果がないことがわ

かっています。マンガも読書も両方、取り入れてほしいですね。 

 

⑥ ゲーム、メール、スマホなど一切していないのに目が悪いのはなぜ？ 

私の息子（もう 30 歳になります）も、ゲームをほとんどしなかったのですが、小学 3 年生から眼鏡をかけてい

ました。「ゲームやメールをし過ぎると目が悪くなる」ことは事実ですが、他の原因もありますね。例えば我が

家の場合は、両親ともに強度の近視・乱視であったため、生まれつき（遺伝）も考えられます。いろいろな原

因があると思いますが、目が良くても悪くても、「ゲームやネットの長時間使用」は、近視などになりやすいの

で、注意してほしいと思います。 

 

⑦ 毎日９時間寝て、国語や算数をしているのに成長した気がしないのはどうして？ 

きちんと睡眠時間をとって、しっかり勉強されているのですね。素敵です！「成長した気がしない」というの

は、勉強がわからなかったり、テストで思ったような点数がとれないとか、そういうことかな？ 小学生で大

事なのは、健康な体と、わからないことをそのままにしないことだと思います。先生でも親でも友達でも、わ

からないことはどんどん聞いてみることをおすすめします。 

 

⑧ 家でも体を動かしたら脳が育つ？ 

体を動かすことは、運動機能はもちろん、脳にもとても良いそうです。家でもいろいろ工夫して体を動かして

みてくださいね。 

 

⑨ゲームを毎日２時間しているけど、２時間で依存になる？（ボイスチャットでお話しながらやっています）

依存になるかならないかは個人差がありますが、2 時間程度なら大丈夫です。ただ、ゲームの内容が年齢に合

っていないと、特にボイスチャットをしている場合は、言葉づかいが悪くなったり、友達同士のトラブルにな

るので、年齢に合ったゲームをするようにしましょう。依存症の研究をしているお医者さんは、小中学生のゲ

ームやネットの時間は、1 日 2 時間までと提言しているので、今よりも増えないようにがんばりましょう。 

 

【意見】として、以下の書き込みがありました。 

今、世界で黒人差別や国の中での争いなどは大きな問題があり、命を落としてしまう人がいるので、こういう

時代だからこそ、ネットを活用して救える命を救いたいです。 

  

⇒大変感動しました。ぜひ、たくさん勉強したり、いろいろな世代や国の人と交流して、ネットを有効に活用

して社会にワクワクしながら貢献していってくれることを願っています。 

 



 

月 日 テーマ・内容 行事名・主催者等 担当 

11 月 6 日 「プロから学ぶ！絵本読み聞かせのポイント」 

＊電子メディアが成長に与える影響を。絵本の子

育てと比較して話しました。 

(４回とも参加者は違います) 

 

フューリング絵本部 

「ファンタジア」 

 

岸 
7 日 

9 日 

12 日 

2021 年 

2 月 2 日 

５年生講話「みんなで学ぼう、考えよう！ネットやゲ

ームとのつき合い方」 

苫小牧市若草小学校 中谷 

   15 日 

    

保護者向け講話 

「子どもの成長とスマホ、ネット、ゲームの関係」 

札幌市立新陵小学校家庭教育学級 中塚 

   18 日 アナログゲーム 

(電子メディアの遊びについても伝えました) 

札幌市立藤野南小学校家庭教育学

級ま・ま～ず 

菊地 

   25 日 6 年生への授業 帯広市立稲田小学校 工藤 

3 月 2 日 生きる力を育むおもちゃ～おもちゃの選び方・遊び

方～ (子育て支援者研修) 

厚別区子育てサロン 

「キラキラひろば」 

菊池 

   11 日 厚真町子育て支援センターミニ講座 

「テレビやタブレットが乳幼児に与える影響」 

厚真町教育委員会 

 

櫻井 

別海町中西別小学校 3 年～6 年生 

西春別コミュニティースクール関係者 

別海町教育委員会 中谷 

 

  12 日 別海町中春別小学校 3 年～6 年生 

   15 日 「スマホ・ネットが子供の成長に与える影響～ルー

ルを決めよう～」 

札幌市立北野台小学校家庭教育学

級 (ＺＯＯＭでのオンライン講座) 

中塚 

 １９日 6 年生への授業 帯広市立豊成小学校 工藤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021 年 2 月から４月までの活動報告(前号の記載もれ含む) 

☆中塚さんからの報告です☆ 

今回の講座は、⼀つは対⾯、⼀つは Zoom で⾏いました。私としては参加者の表情が⾒える⽅がやりたすかった
ですが、これからもオンライン講座は増えるのでしょう。 講座後にいただいた感想をご紹介します。 
感想を読むと、話した内容がスマホ・ネット・ゲームとのつきあい⽅を考えるきっかけになったと感じ、これか
らも、もっと情報を多くの⽅に伝えたいと思いました。  
＊脳への影響を知りとても怖く感じた。 ネットをゼロにすることは厳しいと思うので、1 時間未満を⽬指したい。 
＊ゲームしている時間が⻑い。 頭を使っていると思っていたが、 脳が使われていなかったことにびっくりした。 
時間制限が必要と感じた。  
＊⼦どもがスマホがないと、座っていない場合があるので、使⽤していたが、今後は、どのように使っていくか
考えたい  
＊ゲームの事、スマホの事で⼦供と話していた。 先⽣の話を聞いて、⾃分の考えが合ってたので良かった。 本
も読んでみたいと思った。  
＊⾃分⾃⾝がスマホを⼿放せない。 ⻑時間の利⽤が多かった。 先⽣の話を聞いて、考えさせられた。  
＊とてもためになった。 先ずは、⾃分のスクリーンタイムを確認してみたい。  
＊⽿が痛い話が多かった。 スマホを渡しておくと、喧嘩しないので、渡してしまう。 3 歳の⼦がスムーズに操作
が出来てしまう。 家族で改めて考えたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員更新の時期となりました。 

 

２０２１年度の会費の納入をお願いいたします。年会費（１５００円）を、手渡しか、郵便小

為替か郵便振り込みにて納入ください。ご面倒をおかけしますが、何卒よろしくお願いいたし

ます。２０２１年度の情報誌の発行予定月は、２０２１年７月・１０月・２０２２年１月・４

月の４回となります。 

 

年会費の納入方法 

①年会費１５００円を、事務局に手渡しする。 

 

② 郵便小為替１５００円分を事務局まで郵送する。 

③ 中谷個人郵貯口座【中谷通
ナカヤミチ

恵
エ

 １９０７０ ５３９８６４１１】に、振り込む。

(必ず振り込んだことを、ナカヤにメールか電話で伝えてください。) 

 

〈郵貯から振り込む場合〉 

【中谷通恵（ナカヤミチエ） 記号１９０７０番号５３９８６４１１】に、 

〈他行から振り込む場合〉 

【 ゆうちょ銀行 九〇八支店 普 ５３９８６４１ 】 

 

 ＊新規の方や、次年度と情報誌の発送先が変わった方は、事務局まで、住所をお知らせ

ください。（０９０－３７７３－８３４９・michie-n@plum.plala.or.jp） 

  

 

☆ 朝日新聞社の言論サイト「論座」に興味深い記事が掲載されていました。小さい字で読みにくいか

もしれませんが、配布しますので、ぜひ読んでみてください。 

☆  

「デジタル教科書への転換による学力低下リスク 
 ～読解における紙の優位性を示す科学的根拠に目を向けよ～」 

 
大森不二雄（おおもりふじお） 東北大学教授 
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